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お 名 前 性 別 終戦時の年齢 現 住 所

庄 司 佐吉
男 性 ３０ 歳 設楽町田口

しよう じ さ きち

「シベリア抑留 ４年の捕虜生活」
よくりゆう ほ り よ

「行商のうた」より転載，部分修正

昭和２０年８月１８日，軍命令により終戦を知り，その後，乱れた軍紀の中で逃

みだ に

げ惑ううちにソ連軍に捕らえられ，シベリア送りとなってしまった。

まど と

初めて見たシベリアの広大な針葉樹林は，山一つない真っ平らの平原に限りな

しん よう じゆ りん

く続いていた。４㎞ごとに１ヶ所の捕虜収容所は，その中にあって先着捕虜たち

ほ りよしゆうようじよ

の逃亡を拒み続けていた。仮に，チャンスを得て逃亡してみたところで，たちま

とう ぼう こば

ちソ連兵士に射殺されるかオオカミの餌食になるか，そのどちらかの道しかない。

しやさつ え じき

かつて，ソ連のベテラン囚人でさえ次の収容所まではたどりつけなかったという，

しゆうじん

厳しい条件の揃っている流刑地であった。

きび そろ る けい

シベリアの奥地は日本と違い，１年のうち５月から９月始めまでは真夏の暑さ

おく ち ちが

が続き，残る季節は猛烈な冬であり，春も秋もない一足とびの２季ぐらしである。

もうれつ

冬は零下３５度でも屋外就労を強要され，心身ともに強靱な者でない限り生命を

れい か しゆうろう きようじん

保つことは難しい。昭和２０年冬の初体験，多くの日本人捕虜が飢えと寒さのた

むずか う

めに，シベリアの冬将軍に勝てずに死んでいった。その戦友たちの冥福を祈り，

ふゆしようぐん めい ふく いの

戦争の傷あとの大きさを振り返ってみたい。

きず ふ かえ

○ 自決命令が……

突然のソ連参戦により戦争は急転直下，敗戦の道をまっしぐら，遂に８月１５

とつ ぜん つい

日，天皇陛下の玉音放送によって内地の日本人は涙をのんで悲しみ，放心状態で

てんのうへい か なみだ

仕事も手につかなくなったとか。後日，人づてに聞き知ることになった。

しかし，米英撃滅を唱え，戦況の悪化とはいえ苦闘しつつも連勝を続けたわが

げきめつ せんきよう く とう

満州軍兵士には，敗戦は青天の霹靂であった。天皇陛下に忠誠を誓った兵士たち

せいてん へきれき ちゆうせい ちか

は，「生きて虜囚の 辱 めを受けず」の戦陣訓を信奉して，満州のあちこちの山の

りよしゆう はずかし せんじん しんぽう

中で，「全員自決」を余儀なくされたこと

よ ぎ

も数多く，悲しい事実であった。

各地で陣地を焼き払い，その硝煙と地

じん ち や はら しようえん じ

獄絵は筆舌に尽くしがたく，数日に渡っ

ごく え つ わた

て真夏の太陽を覆いつくした。私たちの

おお

中隊も例外ではなかった。

「本日１５時，全員自決スベシ」

この命令を私が書いて報告した。実のと
満州へ侵入するソ連軍 図説満州全史より
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ころ，私はこの自決命令にも冷静そのものであったが，それは勇気でも度胸でも

ど きよう

何でもない。出征の時，「見苦しい死に方をするな！」，との父の言葉を忠実に守

しゆつせい ちゆうじつ

ろうとしたからに他ならなかった。

軍律きびしい中隊命令によって，決別の酒宴が大きな旅館の２階の大広間で開

ぐん りつ しゆ えん

かれた。百数十人の将兵は真新しい軍服姿に早替わり，飲み食いが始まり，やか

しようへい ぐんぷくすがた はや が

ましくなってきた。酔いが回り始めて，人間本来の生の声，それは生への執着か。

よ しゆうちやく

「なぜ，死ななければならぬのか！」と，その声は次第に罵声に変わり，酒の力

ば せい

を借りて乱暴になり，壁に備え付けられた等身大以上の大鏡に向かって一発，ご

らん ぼう かべ

う音と共に鏡はこっぱみじんに砕け散った。その罵声に同調する兵は，２人から

くだ ち

３人へ，ついには中隊の過半数の声となり，やがて命令を出した中隊長襲撃の声

しゆうげき

に変わっていった。あわてふためいた中隊長は，直ちに命令撤回を宣言した。

てつかい せんげん

「全員逃亡スベシ！」 中隊命令を再び私は書かされた。

とうぼう

○ 捕虜生活へ
ほ りよ

幸い，馬部隊だった私たちは，馬の足を頼りに北朝鮮から豆満江を泳ぎ渡り，

たよ きたちようせん とう まんこう わた

白頭山に入り馬賊になるを合い言葉に，昼夜馬上の人となって満州領へ入り，本

はく とう さん ば ぞく

隊と合流した。空を焦がした硝煙も次第に薄らぎ，やがて１週間もの間，満州の

こ しようえん うす

原野をさまよううちに，自動小銃を手にしたソ連軍に捕らえられた。１集団ずつ

しようじゆう と

ソ連領の山中に送り込まれ，天幕の生活を強いられ，飲む水にも困り果てながら，

おく こ てんまく こま は

シラミの猛襲と空腹続きの捕虜生活は始まった。

もうしゆう くうふく

その後，１００キロ行軍が始まり，足の弱い者は自動車輸送もするという通訳

つう やく

の声にも耳を貸さず，足裏にできるマメにも耐えながら，その道程を歩き続けた。

あしうら た

雨が降れば道なき道に列をなし，雨外とうを頭からすっぽりかぶり，一夜中立ち眠

ふ ねむ

りする苛酷さにも耐えて歩き抜いた。続いて，１ヶ月がかりのシベリア行き貨物

か こく ぬ

列車に詰め込まれての長旅となった。毎日起こる大小便の処理，数千人の日本人

つ こ しよ り

捕虜が一斉に列車から飛び降り，赤い夕陽に向かっての排泄は空前絶後で，壮観

いつ せい と お はい せつ そう かん

の一語に尽きる大集団の行動絵巻であった。

つ え まき

その列車がアムール川を渡り，ソ連の誇る自然の流刑地

ほこ る けい

シベリア奥地に移されたのであった。真夜中の収容所到着

おく ち しゆうようじよとうちやく

は身の縮む思いだった。収容所に収容されるまでに長い長

ちぢ

い時間がかかり，凍原の中で足踏みしながら待たされた。

とう げん あし ぶ

その凍てついた闇夜の中，早くも近くの森の中にオオカミ

い やみ よ

の吠える声を聞きながら，四隅に見張り台のある半洞窟の

ほ よ すみ はん どう くつ

収容所に入れられたのであった。

「勝てば官軍，負ければ賊軍！」

ぞくぐん

ここに始まった労働は，すべてノルマによって食料配分

が行われ，たちまちにして減食につながるのが常で，辛い

つら

軍隊時代の庄司氏
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ことだった。きつい労働の上，

栄養状態が悪いため，ある者

は伐採作業中に木の下敷きと

ばつ さい じ

なり，ある者は材木の積み込

つ こ

み作業中，滑り落ちた材木に

すべ お

頭を打ちつけて即死した。材

そく し

木についた流血はたちまち凍

こお

りつき，幾日も現場に放置されたままであった。

いくにち

また，空腹に耐えられず毒キノコを食べ，収容所のうす暗いランプの下で息絶

くうふく た しゆうようじよ

えた者も数人いた。食べものといっても，家畜の飼料以下で，それも連日の作業

か ちく

ノルマに追われての減食に，多くの捕虜たちは，飢えと寒さのために，何の病気

ほ りよ う

でもないのに，栄養失調で化け物のようにやせ細り，数知れない人が死んでいっ

た。さぞ無念であったろう，その声と 魂 が，今も私の五体の奥深いところに渦巻

たましい おくふか うず ま

いて消え去ろうとしない。

シベリアでの４年の抑留生活を解かれ，ナホトカの港で船に乗り，日本海の荒波

よくりゆう あらなみ

を乗り切って舞鶴に上陸した。１週間にわたる身上調査が済んで心も平常に戻る

まい づる す もど

と，やがて鈍行列車で一路故郷に向かった。なつかしのふる里の土を踏むと，忘

どんこう こ きよう ふ わす

れられない顔・顔に迎えられて生家に着いた。母は神仏の加護を願い，毎朝星を

むか

いただいて産土神へお百度参りをして，私の生還を待っていてくれた。もはや頭髪

うぶすながみ せいかん とうはつ

も大方は白くなり，肉体的，精神的な疲労は隠すすべもなかったが，私を見るな

ひ ろう かく

り，「破顔一笑」もたちまちに涙と化し，止まることを知らなかった。私は恥も

は がん いつしよう なみだ はじ

外聞もなく，ひどく小さくなった母と抱き合って，お互いの願望達成の喜びが直

だ あ たが

に肌に伝わってくるのを感じた。

はだ

戦争は人間が人間を殺し，あるいは傷つけ，多くの兵隊は憎悪に燃えて戦う。

きず ぞう お

戦争の恐ろしさは，その道を通らなければ到底理解することはできないとしても，

おそ とうてい

この一文が，日本の戦争を知らずに生きてきた，戦後生まれの若者たちに，戦争

わか もの

を起こさず，戦争に巻き込まれず，ひたすら平和を愛する，信念の強い人間とし

ま こ

て生き抜くことを請い願ってやまない。

ぬ こ

＜庄司氏が残された うた＞＜庄司氏が残された うた＞＜庄司氏が残された うた＞＜庄司氏が残された うた＞

しよう じ

・・・・蛸壺に 腐臭を放つ戦死者の 数をよみつつ 国境を越ゆ

たこつぼ ふ しゆう

・露助奴と 腹に思えど捕虜の身の 日を重ねつつ やせ細るのみ

ろ すけ め はら

・三千の 捕虜の排泄始まりて 夕陽に向くを 不敵と思ふ

はいせつ

・この河を 渡れば日本とだまされて シベリア深く 連れ込まれたり

わた つ こ

・盗み来し 生の大豆を音たてず 噛むも命を 保たむがため

ぬす か

・苦痛なき 栄養失調 友の死に 明日はわが身か 死んでたまるか

く つう

極寒の針葉樹林帯


